１、本部、審判部

· 氏名記名　審判部

· 親子トレイルは順位だけでよいと聞いていましたが、直前になってタイムも記録することとなり、慌てました。隣の席にいた人がタイムを取っていた様ですが、名前も所属も聞いておかなかったのでタイムの確認が取れなかったことが反省点です。

· ゴール業務の内容もある程度細かいところまで指示してもらえる方が良いと思いました。

◎氏名明記　審判部

スカイビュートレイル　メモ
（今年は初回であることを承知の上で気がついたこと）

・準備について　　　・組織作りを早く
　　　　　　　　　　・業務分担を明確に、広く分担
　　　　　　　　　　・準備日程作成
　　　　　　　　　　・親子トレイルは審判部と別に
　　　　　　　　　　・理事会の時、兼ねてよいから事前準備会・打ち合わせ会を
　　　　　　　　　　　　6月頃から理事会で各係の進捗状況を報告するとか
・審判部　　　　　　・直前まで不明な点が多かった
　　　　　　　　　　・親子の計時など予定に無い仕事が生じた
　　　　　　　　　　・業者のプリンター不具合により山本さんから1台借りた
　　　　　　　　　　・業者委託の場合、業者張り付きを1人つける
　　　　　　　　　　　　　　・突発時に備える
　　　　　　　　　　　　　　・パソコン熟達者で、覚えてもらう
　　　　　　　　　　・電光タイマーは屋外では見えない（不要）
　　　　　　　　　　・次回は業者2人でよいか
　　　　　　　　　　・今回は名簿に無い人にも手伝ってもらった
　　　　　　　　　　　　　　・人員を確保しておきたい（６～7人か）
・ゼッケンの位置を徹底
・ゴール後の計時の仕方の検討
　　　　　　　　　　
・プログラム表紙　　・誤　ist　→　正　１st

・大会期日　　　　　・早めに（日没、降雪を考慮。遅くとも9月中に）
・競技時間　　　　　・短縮（16時打ち切りとか）
・朝食のおにぎり2個は足りない
・コースに出る係員への飲食等は十分か
・大型テレビによる途中実況中継などできるとよい（できれば山頂）

・アンケート結果も踏まえて、係・部署ごとの反省を主任・部長がしっかりまとめておく
　　　（主任・部長はアンケートに目を通す）
◎氏名明記　本部競技役員

役員：本部競技部

・大会運営、配置場所の業務内容等全てを把握している人間が、「佐藤理事長」のみで
　他に分っている人が居なかった。
 

・通信は、別場所で静かなところは勿論ですが、関係外役員、観客、選手が居ない場所で
通信内容を聞かれない、外野が口を出さない場所を確保してください。
 
・事前説明会の案内が遅すぎる。
　　理事には1週間前ほどに届いたが、他の人には郵送で2日前に届いた。
　　最低1カ月前以上、出来れば2カ月前には連絡をお願いしたい。　　
 

・各配置役員間の調整力、経験値で何とか切り抜けられました。
　　1か月前程には各配置班長の人選、業務内容の把握の打ち合わせ会を開き、
　　全役員への説明会時に班長からの落とし込みをすれば漏れはなくなるのではないでしょうか。
　　「山田杯の時の経験がある」と思っているのでしたら、あまりにも安易すぎです。
 

・交通費？日当？の金額が、上部役員4000円、下部役員1000円の差は労力の差なのでしょうか？
　拘束時間は同じです。前日の準備は手弁当で、当日は上下で差が出る。これでは来年から理事以外の応援者は、前日準備は出せない。
　自宅から川場村役場までの距離勘算での支給のほうがよくないでしょうか。もっとも、お金が欲しくて役員している人はいないでしょうから、支給しなくてもよいのではないでしょうか。
 

・上部で事故が発生した場合の対応は、上部にいる役員のスペック頼み。
　搬送の準備、ファーストエイドの準備、装備の確認、知識の確認等はしていたでしょうか？
　またそれらの機材は岳連、村で用意していただき、各班長に渡し、なおかつ事前に使用法は確認してもらい、ファーストエイドも事前に研修を行うなど、準備をしておかなくては事故が発生した場合対処ができるとは思えない。今回も1日違いで天候が吉と出たものの、降雪が見られた場合のことを考えるとあまりにも安易。
 

・競技部とはいいながら、何をやるのか全く分からず、結局雑多業務処理に終わった。そのことは良いのですが、雑多業務遂行時に自車両を使用しての配送・回収業務は勘弁していただきたい。
 

・大会役員といえども他競技とは違い、「役員＝競技者・元競技者」ではありません。
　参加選手の考えていること、要望は全く理解できません。
　場違い、畑違いの人間の集団が、「役員」として運営に携わること自体がいかがなものなのでしょう。
　役員に対して選手からの「お小言」をいただいたとしても、それは仕方が無いことです。 

取りとめもなく書いて申し訳ございません。

岳連行事ですので協力はしますが、基本、トレランを日山協・岳連が取り扱かうことに対しては反対論者です。
◎　氏名明記　本部役員

　○来年の開催には川場村との連携が必要と思う。

　○ピストルのスタート時にアナウンスが、スターターは川場村副村長と言っていた。

　○表彰式にはできるだけ参加者が集まっていられる工夫ができないか。

　○参加者の募集はもっと早くした方が良いのでは。

◎　氏名明記　本部役員

　○前略、先日のスカイビュートレイルではいろいろ御配慮いただき有難うございました。旧山田杯の継続（ルートなど一部変更）と思い役員を務めさせて頂きましたが、参加して初めて、組織・目的・運営・参加者数など大きく変わっている事を知りました。

　　医療部としては診察・処置などおのずと限界がありますが、現地における救護体制、特に2000ｍの稜線における重篤な病気や怪我、悪天候時の対応など十分かどうか、参加者の同意を得ていると思いますが医療上の責任問題発生時の対応や責任の所在など、参加者が多様化する中で再確認が必要と思いました。今後のことを考えると、必要物品の予算的裏付け、川場村が主催となれば、地元医療機関への協力依頼や連携が良い（必要）かもしれません。

　　なお、今回の受診者は幸いいずれも軽症で以下の13名でした。

　　手、足の打撲・擦過傷（5名）　下肢の筋肉痛・けいれん（4名）　足関節捻挫（2名）　膝関節痛（1名）　風邪症状（1名）

２、エイド

· 氏名記名　川場野営場→川場スキー場第四駐車場

○スタートからこの場所まで約２０キロ強の距離であり時間も経過していることもあり腹が減っているようです。クッキーが良く食べられ一番早くなくなりました。りんごも食べられましたが、一番の希望はお腹にたまる、おにぎりやパン、バナナなど腹にずっしりと入る物が喜ばれるのではないかと思います。

· 氏名記名　川場野営場→川場スキー場第四駐車場

○主催団体がはっきりしなかった。

○トレイルランが岳連の行事としてやることが個人的には合っていないと思う。

○下のエイドは、一般のボランティアを募集してみるのもいいのでは。

○山岳コースだけを、岳連が担当してそこにはある程度の日当を出してはいいのでは。（拘束時間が長すぎるため。

○ゼッケンの位置がバラバラでしずらい。目視でチェックするには限界があるのでICチップを導入すべきスタートとゴールでチェックできなければ意味が無い。（バーコードは前日配られていて、当日つけていない選手がいた。）

· 氏名記名　川場野営場→川場スキー場第四駐車場

○羽野会長の群馬岳連の力を見せつけましょうという発言の真意がわからない。

○ポイント要員が当初５名で進行して絶対にできないと申し出るとできる範囲でやってくれと言われた。結果１０名に手当てできたが、無計画すぎた。

○通過チェック法がマイクロチップ電子式にすべきだ。要員が減らせる

○スキー場駐車場は給水場ではなくエイドポイントにするべきと参加者から多数提案があった。

○岳連役員交通手当ては上部、下部関係なく4000円とすべきだ。ちなみに私は3700円かかり、会員に出てくれと頼みずらい。

○分岐案内役員は全ての行事が終わるまでいるべきだ。牧場入り口で間違い、偶然私が収容したが事故の元である。

○参加者はおおむね喜んでいたので次回は事前打合せを早くからしたら問題はさけられる。

◎　氏名明記　川場野営場→川場スキー場第四駐車場

　お疲れ様でした。

　○役員の食事は朝の受付時に２食分渡してもらうほうが、仕事の効率が良いと思います。

　○川場スキー場第四駐車場にも食べ物があったほうが良いと多くの選手から意見がありました。

　○役員にカイロを一つずつ渡すのはどうでしょうか？とても寒く1日近くの作業なので

　○次回の持ち場をなるべく同じメンバーだと今回の反省を生かせていいと思われます。

· 氏名明記　川場野営場

○スタートからこの野営場まで約20キロ強の距離であり、時間も経過している事もありお腹がすいている様です。クッキーが良く食べられ一番早くなくなりました。リンゴも食べられましたが、一番の希望はお腹にたまる、おにぎりや、パン、バナナなど腹にずっしり入るものが喜ばれるのではないかと思います。

◎　無記名　21番エイド

　○今回は天気が良かったので問題なかったが、雨天時の対応を考えておくべきだと感じました。通過選手のチェックが外だとできない等

　○スポーツドリンクが不足

　○リンゴは2割ほど余った。

３、分岐役員

· 氏名明記　溝又川林道分岐

　○溝又川林道（分岐、牧場入り口）の案内は往路だけを予定していたが、復路での迷い込み（復路ランナーが再び牧場入り口を進入して、間違いに気付き引き返す）のトラブルが頻回あった。又、分岐でも分岐右折矢印を見落とし、そのまま車道を走り下りるランナーがいた。

◎　名前明記　25番カーブ

　<少人数で運営するために>

　○緊急時の連絡（通信）網の確立

　　「24番カーブ付近で怪我人が出た」の連絡を受け、24.25の二人で対応したが、その間各カーブが役員不在となってしまった。携帯電話通話可能地帯であったが、本部の番号もわからず二人で対応した。幸いにも怪我人はそのまま競技を続行したので搬送のための長期不在は避けられた。携帯使用可能地域では電話を活用し、連絡網を再構築すべきである。

　○指揮系統図の作成と開示

　　現場で感じた事は、どこの指示で動いているのか、事故発生時はどこへ連絡すればよいのか不明確であった事です。又、前日の準備も効率よくできたのではないかと思います。あうんの呼吸でおおよその事は進みますが、これからは難しくなると思います。

　○山岳コースにシェルターの設置を

　　参加者のあまりにも軽装なのにおどろきました。低体温症になったランナー対策として、テントの設置と保温手段の荷上げ及び、役員の応急措置訓練が必要と思います。

４、山中

５、他

◎　氏名明記　スイーパー

　○大会運営、本当にご苦労様でした。準備に片付け何もできずにすみませんでした。25キロの方はリタイアする人も無く良いコース内容だったと思います。気付いた事は、21世紀の森への尾根末端部がゴミだらけだった事が残念でした。清掃登山が必要に思います。来年はもう少し協力したいと思います。
